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正確に描くことの一考察
－小学生における立方体描写について－
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Abstract

Thispaperresearchsaschoolchild，sdrawingandfeeling、Whatｉｓ“drawmgcorrectly，,？

JustasAlbrechtDurerandCanalettodrewcarefullydetaiedpictures,aschoolchildalsotries

todrawlikeaphotograph

lrequestedcooperationfromtheKurokamiElementarySchool,whichisaffiliatedwith

theFacultyofEducation,ＫｕｍａｍｏｔｏUniversity・Afirstgrader,fOurthgrader,andsixth

graderdrewthesamemotifThetimelimitwas5minutes,andthemotifwasawooden

cubeafterdrawmglconductedaquestionnairesurveyconsistingofthefOllowingthree

items：ｌ）Couldyoudrawasseen？２)Coulｄｙｏｕｄｒａｗｗｅｌｌ？３)Doyoulikedrawing？

Result：TheschoolchildcandrawapicturelikeaphotographHowever,aschoolchild

graduallylosesconfidenceanddrawingbecomesdisagreeable・Probably，itwillbecome

importanttodrawnotfOrpraise,buttofeelthejoyofdrawing．

ＫｅｙＷｏｒｄｓ：schoolchild,ｄｒａｗ,cube,feeling，reality

Ⅱ描写について

Ⅱ－１正確な描写について

モチーフを見て描く場合，我々は，

Iはじめに

「絵画は学であるかどうか（Selapitturaescien-

tiaono)」レオナルド・ダ・ヴィンチが「絵画の書

(librodipittura)」で掲げた命題である．絵を描く

ことは難しい．目に見えているものは本当に絵の様

態をしているものなのか．絵を描くとき，目で見て，

手を使い描き出す．すなわち，視覚で捉え，視覚情

報を基に描写用具を用いて形体を表す．デッサンや

写生画であれば，どうにかして実物に忠実な再現を

試みようとする．

絵を描くことは知性を擁す．視覚でとらえたイ

メージを出来るだけ正確に描き出そうとする．人は

成長の過程でいつの間にか絵を描いており，描ける

ようになっている．人は発達段階に応じた絵を描く．

本論では木製の立方体を描くことで発達段階に応

じた描写の様子を把握し，絵画表現の見て描くこと

について探究する．今回は調査対象として，熊本大

学教育学部の協力校である熊本市立黒髪小学校の協

力のもと小学生を対象とするものである．

モチーフを見て描く場合，我々は，モチーフと一

定の距離を保ち，モチーフ全体を観察し，必要な線

を見出し，各部分との比例（プロポーション）を考

えながら線の位置を決めていく．必要な線は各々の

判断に委ねられ，各自，独特の線の選び方，線の太

さ，線の運び方を行う．デッサンの練習を積んだ者

は,一般的に正しいとされる線の運び方,濃淡やハッ

チングによる明暗の表現，細部の描き込みを行う．

遠近法，短縮法，ハッチング，ぼかし等様々な絵画

技法を駆使する．

良い作品と，出来の悪い作品が生まれ，作品を見

たものは感想を抱き，沈黙下においてすら評価を

行っている．

描く力は成長と共に発達段階に応じて身につくと

いわれる．年齢とともにある程度までは上手くなる．

様々な学習環境下において視覚影響を受ける現代の

子どもたちにとって，見よう見まねや，図画工作や

美術の授業等により成長が促される．

果たしてどのような作品が良い作品であるかとい

－５５－



正確に描くことの－考察（立方体描写について）

う根本的な問題はあるが，ここでは良い作品という

ことではなく，正確な描写である作品と一般的にい

われる作品について扱う．

正確な描写の作品とはなにかこの定義付けも難

解であり様々に解釈がありうるが，ここでは以下の

ように仮定した

○遠近法に則る（perspectlve）

○短縮法に則る（fOreshortemng）

以上の要点をおさえ，写真のように描いたものを

正確に描いたものと判断する

図ｌはアルブレヒト・デューラー（Albrecht

Durerl471-1528年）の《26歳の自画像》の一部であ

る描くことに執着し，見えるものを描き上げるこ

とに全霊を注いだ彼の迫真の作品である．鏡を見な

がら描いた顔の描写であるが，ぼかしや，影のあい

まいさ，タッチ等による描写表現のあいまいさを極

限まで無くし，見えるものを正確にすべて描くとい

う気持ちで描いたことが伺える

図２はカナレット（Canalettol697-l768年)の《サ

ン・マルコ広場》である画面の隅々まで明確に描

かれた作品であり，あたかも写真の様である画面

は広角（魚眼）レンズを通して見たかのような広が

りを持ち，広角のパノラマ的風景を見ることができ

るカナレットはカメラ・オブスクラを持ち歩き，

この補助具を用いて描いたといわれている写真の

ような正確さと細密描写にこだわりを感じさせる作

品である

正確さをこれらの作品の中に感じ，それを求める

ものとすれば，目に見える世界をどこまでも追跡し，

写真のように描きだすことが規範となるそれによ

り，比較的賛同の得られる作品は誕生する

Ⅱ－２木製の立方体の描写について

見て描く場合，前述のとおり，写真のように描く

ことを正解とした絵画を考える場合，以下の図が参

考となる

図３の三消点透視図法で描かれた立方体は遠近感

やプロポーション等の問題を包含した表現になって

おり，いわゆる形態において正確な表現となってい

るものであるそして，図４の木製立方体をカメラ

で撮った写真は同様に一般的に正確な描写の｢正解」

であり，模範例となるものであろう．

「写実」を行うものは，だれしも，このような絵を

描きたいと望み，挑戦するとくに，小学生から中

学生にかけての発達段階（初期写実期，疑写実期）
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図序－８，術脆図。三消点透視図

図３黒田正巳『空間を描く遠近法ｊｐｌ８より
図'１

図４木製立方体の写真図'２
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にある人は，写真的写実にあこがれとそこに正解を

求める． 描写についての注意事項

Ｂ４用紙を横置きにし，用紙左上の所定の枠に

木製キューブを配置する描写はＢ４用紙の中央部

の破線円内に描く描く大きさは自由とする（各
Ⅲ小学生の描写力調査

Ⅲ－１黒髪小学校での立方体描写調査について

平成20年３月，熊本大学教育学部の協力校である，

黒髪小学校において小学生の描写実態を調べるため

に調査を行った

調査対象は，発達段階を考慮し，１年，４年，６

年の３学年を対象とした．以下，実際に調査説明で

使用した調査概要の説明文を全文記載する

自描き易い大きさで）

なお，描き終わったら

質問に答える

用紙を裏返して，３つの

本調査においては各クラス下記のとおりの同じ

文章説明にて実施する

先生よりの発する文言は以下のとおりとし，それ

以外の言葉は発しない

発問「見えるとおり，かいてください」目的

小学生の描写する力を調べ，成長にともなう，見

る・描く力を研究する

調査方法

学年別に最長５分間のデッサンを行う

同質のモチーフを，同質の描画材（鉛筆）で独力

で描く

描いたデッサンを多角的に分析し描いた構図・

大きさプロボーション短縮法・遠近法の有無，

明暗表現の有無，細部（ディテール）への着目度,

を比較する

また‘作品については，採点評価は行わず，各自

が現時点で頑張って描き出した絵柄を比較するもの

である（無記名とする）

調査・描写方法

○配布物…木製のキューブ（３センチ角)，Ｂ４横の

用紙．

○各自準備物…鉛筆，消しゴム

○描写時間…５分間（最長）はやくできた子どもは

終わってもかまわない

○描写終了後…裏返して３つの質問に答える（該

当する答えに○をつける）

３つの質問アンケート

しつもん

[はい・まあまあ．いいえ]のどれかに○をつけて下

さい

※質問があった場合の補足説明について（基本的に

は発問の指示だけで各自の判断だけで描いてみる

ただし基本的な内容は補足してもかまわない指

導は行わない）

質問①「影はかくのですか」

→補足説明①「木製の立方体の下にあるかけはか

かないでいいです．物だけかいて

ください」

質問②「木目はかくのですか」

→補足説明②「見えるとおりにかいてください」

以上のような内容で調査を実施した．実施の様子

は下図のような描画態勢で，木製立方体をＢ４判の

描画用紙の左上部指定の位置，指定の角度に置き，

よく見て，用紙中央部の円の内部に鉛筆で描くこ

の用紙の裏面には３つの質問が書かれており，描写

終了直後にアンケートに答えるものとしたなお，

本調査にあたっては，事前に黒髪小学校石井祐治校

長と入念な計画を立て，調査方法，文言等について

打ち合わせを行った．なお調査対象学年人数は1年
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↑見たとおりかけましたか

［はい・まあまあ.いいえ］

２絵はうまくできましたか．

［はい・まあまあ．いいえ］

ａ絵をかくことは，すきですか．

［はい・まあまあ．いいえ］ 図５調査の様子の再現図
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生28名（Ｎ＝28)，４年生27名（Ｎ＝27)，６年生27名

(Ｎ＝27）の計82名（Ｎ＝82）である

Ⅲ－２作品分析

今回の正確な描写の正解例は写真をもとに解析す

ると図６のような作図になる

立方体は正方形の６面体であるので各角度は90゜で

あるしかし，斜め上から見て描く場合，各角には

様々な見かけの角度が生じ，その見かけの角度で描

かない（描けない）場合には一見歪な立方体が描き

上がる遠近法は必ずしも完壁に三次元を二次元に

置き換えるというものではなく，そのように感じ，

見える，という歪みを作り出すものである．この歪

みは制作者が立方体を見る角度で異なり，また，図

６の写真においても，カメラのレンズ収差が生じて

いるため，写真に上描きされた大直線ほど真直ぐな

直線は存在せず，写真上はわずかながら歪んだ線が

存在しているその写真の持つ歪みの問題をも含め，

さらに遠近法や短縮法による歪みを理解し，各見か

けの角度で，もしくは，それに近い角度で描かれな

くては正確な表現と感じさせることはできないす

なわち，図６のように歪ませることは必要であるが

適切な歪みが必要であり，度を過ぎた歪みは不正確

でも存在しているしかし，そのような歪み等に対

して我々は寛容で，違和感は感じないたとえ図２

のカナレット作品の広角レンズ的表現も我々は正確

であると見倣せる正確さは写真程度でいいのか，

それとも写真程度のあいまいさ（あるいは形以外の

要素）を含んだvisionがよいのか正確に描くとは

どこまでで，何をもって，正確であると断定するの

かは各判断者に委ねられるところである

しかしながら，ここでは前述のとおり透視図や写

真に則った正確さを取り上げる為，これらの正確に

対する適当な歪みの存在を包含した上で，一般的な

常識を踏まえて，上記図６の写真のような表現を正

確な表現と見徹し小学生の各作品の特徴的をあげ，

分析を行う．

図７は比較的，辺，角度ともほぼ破綻のない立方

体の表現であるこの様な表現を正確な表現と見倣

す（この表現をＡ型とする）

図８は立方体の下部が大きく，広がっている中

央部の辺の角度は良さそうであるが，下部への広が

り，左右の縦線方向角度が大きく違っているゆ

えにはっきりと立体感に歪みが見られる（この表

現をＢ型とする.）

図９は上の辺の交差角度が鋭角すぎる立体感に

歪みは明確であり，さらに図の最下部に基底線が

な線となり，その絵は正確に描きあらわした絵と見

倣されることはないそして，写真のような表現に

は図３のような三つの消失点が基本的には存在して

いるが図４で見るように，必ずしも形は明快な三

消点透視で存在しているものではなく，正確である

と思っている写真ですら僅かながら歪みやぼやけま

存在している基底線（もしくは基底線とおぼしき

線）の上に立体が表されている．よって．側面の形
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度は水平でなく，わずかながら視覚で捉えた角度を

信じて上向きの線に描いている図８の作品に似た

捉え方をしているしかしながら，この作品の最大

の特徴は大きさである３センチの立方体であるが

Ｂ４の用紙枠からはみでる程の大きさに描いており，

本論では問わないが正確に描く場合の大きさの把握

態が，逆遠近法がかかり，概念で描いている部分と，

見て描いている部分が入り混じっている（この表

現をＣ型とする）

図１０は立方体を真正面から捉えた図になり，ただ

の四角形となっているしかし多くの消した線の

後から推察するに，はじめは正面ではなく，見える

位置から斜の角度をもって捉え，自分の視覚に忠実

に描き出そうと努力した姿は見られる（この表現

をＤ型とする.）

図11は立方体を視覚的に捉えたが，遠近法下の絵

画においてはあきらかに不要な線がある６面体で

の個人差を確認できる作品であるまた，何度も線

を消しながら，視覚と格闘した姿が伺える

図13は短時間の制作時間の中で木目まで描き表わ

そうとしている意欲的な姿勢が伺える

本分析では，全作品を前示されたＡ型，Ｂ型，Ｃ

型，Ｄ型，Ｅ型の表現形態に当てはめて学年別に分

類する（表ｌ参照)．各型は細部描写は問わず,形態

の捉え方に着目したものである

※表現形態の特徴のまとめ

Ａ型：写真的遠近感を有する正確な表現

ただし，歪みが小さいものはＢ（二Ａ）型

として正確な表現と見倣す

Ｂ型：立体感に大きな歪みが見られる表現

Ｃ型：大きな歪みがあり基底線が見られる表現

Ｄ型：輪郭線のみの四角形表現

Ｅ型：不要（不明）な線が入っている表現

１年生28作品，４年生27作品６年生27作品の計

82作品の分類であるほぼＡ型に近い作品(Ｂ(＝Ａ）

型）も合わせると正確に描いている作品は学年別で

ある立方体を，９面で表現している見たことを考

え，必死に描き出そうとしている様子が多くの消し

た線の様子から伺える（この表現をＥ型とする）

図12は上部が鋭角であるしかし下部の辺の角
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表１ 表２姓Ⅲ四朋出湘叩胎胎皿明朗坐朋四・ｍ朋胎
１
鋼
凹
型
辿
仏
巫
恥
旭
辿
必
叩
旧
叩
辿
仏
加
晒
巾
叩
加
川
仏
必
辿
仏
加
晒
迺
辿

番作
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

品

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２

彫
○
○
○
ｘ
△
Ｏ
Ｘ
Ｏ
△
△
○
△
○
○
○
○
○
△
△
○
△
○
○
○
○
○
△

生
彫
△
×
△
△
△
△
△
Ｃ
Ｏ
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※アンケート内容および各肥号の脱明は下館の通りである。

問１・・・見たとおり、かけましたか。

間２．．．絵は、うまくできましたか。

問３・・・絵をかくことは、すきですか。

Ｏ…はい

△・・・まあまあ
ｘ・・・いいえ

未・・・記入されていない(未記入）
曰
L＿＿」

10.7％）
表３

４年生…10作品（37.0％）

６年生…24作品（889％）

ｍ－Ｓアンケート分析

本調査において，立方体描写とともに行ったアン

ケートについて分析する．

アンケートは３項目の質問からなる．

問１は「見たとおり描けたか」である．自分が視

覚で捉え，手で描写を行う時，自分が捉えたvision

と同じように描き表すことが出来たかを尋ねる．

問２は「上手く描けたか」である．描く行為にお

ける自己の満足感を尋ねる．

問３は「描くことが好きか」である．描く能力や，

上手い下手ではなく，描くことの喜びや興味につい

て尋ねる．

結果を数値化すると次表の通りである．

問１，問２，問３とも学年が上がるごとに「はい」

の回答数が減少している．（表２表３参照）

Ⅲ－４作品とアンケート結果よりの分析

作品は前記のとおりＡ型～Ｅ型まで表現形態が異

なる．写実はあたかも写真のように描くことを正解

としているので，そのように描けた人は完成の満足

1年生 4年生 6年生

０８人２８６０％

△１９人67.90％

１人3.50％

ＯＢ人２９６０％

△１７人６３００％

２人7.40％

０４人14.80％

△２２人８１５０％

１人３７０％

０９人３２００％

△１６人５７００％

３人11.00％

０９人３３３０％

△１５人５５６０％

３人１１１０％

０２人７４０％

△２０人７４１０％

５人１８５０％

０２０人７１００％

△７人２５００％

０人０００％

０１７人６３００％

△８人２９８０％

２人７４０％

０１４人５１９０％

△９人33.30％

４人１４８０％

感は高いと思われる．作品表現形態とアンケートの

回答を比較し分析する．（表４参照）

○問１について

１年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち，「はい」と答えた人は３人中１人である．Ｂ，

ＣＤ，Ｅ型においては，２５人中７人が見えるとお

りに描けた（｢はい｣）と回答している．

４年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち，「はい」と答えた人は10人中４人である．Ｂ，

ＣＤ，Ｅ型では17人中４人は見えるとおりに描け

た（｢はい｣）と回答している．

６年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち，「はい」と答えた人は24人中４人である．Ｂ，

Ｃ型では０人であった顕著な数値としては，見た

とおり描けたという自信を持った回答が６年生では

－６０－

。 Ⅱ
冒品表現形態の分甕

1年生 ４主二生 ６年生
作品番号 型 作品番号 型 作品番号 型

１ １ Ｂ ４ １ Ｂ ６ １ Ａ

１ ２ ， ４ ２ B(＝Ａ） ６ ２ Ａ

１ ３ B(＝Ａ） ４ ３ Ｂ ６ ３ Ａ

１ ４ Ｃ ４ ４ Ｂ ６ ４ Ａ

１ ５ ， ４ ５ Ａ ６ ５ Ａ

１ ６ ， ４ ６ Ｂ ６ ６ Ａ

１ ７ ０ ４ ７ Ｂ ６ ７ Ａ

１ ８ Ｃ ４ ８ Ｃ ６ ８ Ｃ

１ ９ B(＝Ａ） ４ ９ B(＝Ａ） ６ ９ Ｃ

１ 1０ 、 ４ 1０ Ｃ ６ 1０ B(＝Ａ）
１ 1１ Ｃ ４ 1１ Ｃ ６ 1１ Ａ

１ 1２ Ｃ ４ 1２ Ｃ ６ 1２ B(＝Ａ）
１ 1３ ， ４ 1３ Ｂ ６ 1３ Ａ

１ 1４ 、 ４ 1４ B(＝Ａ） ６ 1４ Ａ

１ 1５ Ｃ ４ 1５ Ｃ ６ 1５ B(＝Ａ）
１ 1６ Ｂ ４ 1６ Ｂ ６ 1６ Ａ

１ 1７ Ｃ ４ 1７ B(＝Ａ） ６ 1７ Ａ

１ 1８ Ｃ ４ 1８ B(＝Ａ） ６ 1８ B(＝Ａ）
１ 1９ Ｅ ４ 1９ B(＝Ａ） ６ 1９ Ａ

１ 2０ Ｃ ４ 2０ Ａ ６ 2０ Ａ

１ 2１ 、 ４ 2１ Ｂ ６ 2１ B(＝Ａ）
１ 2２ ， ４ 2２ B(＝Ａ） ６ 2２ Ａ

１ 2３ ， ４ 2３ Ｅ ６ 2３ B(＝Ａ）
１ 2４ Ｃ ４ 2４ Ｂ ６ 2４ B(＝Ａ）
１ 2５ B(＝Ａ） ４ 2５ Ｂ ６ 2５ B(＝Ａ）
１ 2６ Ｃ ４ 2６ Ｂ ６ 2６ Ａ

１ 2７ Ｃ ４ 2７ B(＝Ａ） ６ 2７ Ｂ

１ 2８ Ｂ ※Ｂ(＝A)はAに近いBを表す

1年生

問１ 間２ 問８

１‐ １ △ △ ０
１‐ ２ △ △ ○
１． ３ △ ０ ○
１． ４ △ △ ○
１． ５ △ △ △

１‐ ６ △ △ ０
１． ７ △ △ ○
１‐ ８ △ × ０
１‐ ９ △ ○ ○
１． 1０ × △ △

１． 1１ ○ △ ０
１‐ 1２ ○ ０ △

１． 1３ △ × ○
１． 1４ △ △ ○
１‐ 1５ ０ ○ ○
１． 1６ △ △ ０
１‐ 1７ ０ △ ０
１． 1８ ０ △ ○
１． 1９ ○ △ △

１． 2０ ○ ○ ０
１． 2１ △ △ ○
１． 2２ △ ○ △

１． 2３ △ ０ 未
１． 2４ △ × ０
１． 2５ ０ ０ ０
１． 2６ △ △ △

１‐ 2７ △ △ △

１‐ 2８ △ ○ ○

４主三生

作品番号 問１ 間２ 間３

４‐ １ △ △ ○
４． ２ △ Ｘ ０
４． ３ △ △ ０
４． ４ △ △ ×

４‐ ５ ○ △ △

４． ６ ０ △ ○
４． ７ △ △ Ｘ

４． ８ △ ０ ０
４‐ ９ ○ ○ △

４． 1０ △ △ △

４． 1１ △ △ ０
４‐ 1２ △． △ △

４‐ 1３ △ ０ ○
４． 1４ ０ ０ ○
４． 1５ ０ ０ ０
４‐ 1６ × × ○
４． 1７ △ ０ ０
４． 1８ △ △ △

４． 1９ △ ０ △

４． 2０ △ △ ０
４． 2１ △ △ △

４‐ 2２ △ △ ○
４． 2３ × × ○
４． 2４ ０ ○ ０
４． 2５ △ △ ○
４． 2６ ０ △ ０
４． 2７ ０ ○ △

６年生

作品番号 問１ 問３

６－ １ △ △ △

６－ ２ ０ △ ○
６－ ３ △ △ △

６－ ４ ○ △ ○

６‐ ５ △ △ ０
６‐ ６ △ △ ０
６－ ７ △ △ ０
６－ ８ △ △ △

６－ ９ △ × △

６－ 1０ △ △ △

６‐ 1１ ０ ０ △

６‐ 1２ △ △ ○
６‐ 1３ △ △ ０
６－ 1４ △ × △

６－ 1５ △ △ ０
６－ 1６ △ △ ０
６‐ 1７ △ △ ０

1８ △ × ○
６－ 1９ ○ ○ ０
６－ 2０ △ △ ×

６－ 2１ △ △ ０
６－ 2２ △ △ △

６‐ 2３ △ × Ｘ

2４ △ × ×

６－ 2５ × △ ×

６‐ 2６ △ △ ○
６－ 2７ △ △ △



松永拓己

〈ことは好きではないと答えている．全体でも描く

ことを嫌う比率が学年とともに高まっている．（０

％→7.4％→150％）中でも，作品番号6-20,6-23,

6-24,6-25を描いた人はＡまたはＢ（＝Ａ）型であ

り，比較的正確に描くことはできるが描くことを

嫌っていることが分かった．

現形態および
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全体から，１年生では写真のような描写力でなく

とも満足感もあり，描くことを祷踏せず楽しんでい

るが，学年を経ると，写真のような描写力を身につ

けながらも，満足感や描く喜び，楽しさが薄れてい

る様子が伺える．

Ⅳ結論

調査分析により，学年が上がるごとに，描写力は

向上し，写真のように正確に描く力は身についてき

ていることは解ったしかし，意欲は後退し，描く

ことを楽しめず，描写に自信を無くしていることも

解った正確に描ける人が，.措くことに抵抗感を感

じている．それはざらに高みを求める為であろうか，

６年生において，描写への自信が揺らぎ自分は描

けないと感じている．下手と思いこんでいる劣等感

覚が描写への自信の無さから伺える．

写真のように描くことは唯一の正解であるとの常

識がある．本論でもそれに則って調査分析を行って

いる．常識は知覚すべきであるが，描く喜びを忘れ，

正解を求める様態が存在してしまう可能性を含めて，

難解な，「描くこと」を理解する事の必要`性を感じる．

作品番号6-27,4-2,4-13,4-17,4-18,4-22,

4-244-25,4-26は，制作時間５分間という短時間の

中で立方体の木目模様まで描いている．この９人中

７人（78％）が描くことが好きであると答えている．

そして，この９作品はＢまたはＢ（二Ａ）の表現形

態の作品である．この意欲的な描写と喜びは無関係

ではないであろう．

ダ・ヴインチは，絵画は学であろうかという．視

１，４年生の半分（29.6％→148％）に激減してい

る．

○問２について

１年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち，「はい」と答えた人は３人中３人全員である．

ＢＣ，Ｄ，Ｅ型では25人中６人が上手に描けた(｢は

い｣）と回答し満足感を感じている．

４年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち,「はい」と答えた人は10人中５人である．Ｂ，

Ｃ，Ｅ型では17人中４人は上手に描けた（｢はい｣）

と満足感を感じている．

６年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち，「はい」と答えた人は24人中２人である．Ｂ，

Ｃ型では０人であった「上手く描けた」という数

値も,問１と同様に６年生で激減している．（333％

→7.4％）

○問３について

１年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち,「はい｣と答えた人は３人中３人全員(１００％）

である．ＢＣ，Ｄ，Ｅ型では24人中17人（708％）

が描くことが好きである（｢はい｣）と答えている．

４年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち，「はい」と答えた人は10人中５人（50％）で

ある．ＢＣ，Ｅ型では17人中12人（70.5％）が描

くことが好きである（｢はい｣）と答えている．特に

作品番号4-16,4-23を描いた人は正確に描けず，上

手に描けた満足感もなかったが，描くことは好きで

あると回答している．

６年生では，ＡまたはＢ（＝Ａ）型の作品制作者

のうち，「はい」と答えた人は24人中14人（58％）で

ある．ＢＣ型では０人であった．すなわち写真の

ように描ける人の４割程度と描けない３人全員が描

覚には謎があり，三次元を二次元に封じるための知

性が要求される．それを実行するための技術が要求

される．それは，写真のように描き，正解・完了だ

けではあるまいもっと深い知的な喜びも含んでい

る．確かに写真的描写に基づく正確さは描く喜びの

ひとつであり，さらに周囲に褒められたいという気

持ちが制作する力を湧かせるが，褒められることの

ない不正確な作品しか作り出せない場合や，正確に

出来ないかもしれないという不安が心を支配した場

合，その感情は逆向きに働く．正確に描けるという

ことが制作意欲に必ずしも結びつくものではないよ
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正確に描くことの－考察（立方体描写について）

うである．正確・不正確の壁は存在し各自が格闘し

なければならない不正確といわれる描写でも黙々

と描き出すことの楽しみと共にある者達はいる．

visionを自分で掴み，捉えた感覚をこの世の中に現

出させる一連の絵の仕事をどれほどの興味を湧かせ

取り組むかが重要である．それは正確・不正確の壁

を乗り越え，正確な描写ですら手に入れる鍵となる

と思われる．無論，感情を揺り動かす動機がある方

が描く喜びも相乗されうる．そういう作品は心を打

つと私は思う．感動と共に探究することが大切であ

ろう．感動して描けることは幸せである．

して絵画の謎と取り組み，目の前の立方体と格闘し

た５分間の軌跡が作品と化してここに存在していた

謝辞

本研究にご協力下きいました熊本市立黒髪小学校

の石井祐治校長先生をはじめ，同校の教職員，児童

の皆様に心より感謝申し上げます．

注

出典

（図１）西村書店２００１デユーラーp60

《26歳の自画像》アルブレヒト・デユーラー1498,

油彩・板５１×41ｃｍマドリード，プラド美術館蔵

（図２）西村書店２００１カナレットpl20

《サン・マルコ広場》カナレット1750,油彩・キャ

ンバス６７３×102ｃｍコネティカット州，ハート

フォード，ワーズワース・アセニアム

Ｖおわりに

絵を描くことは難しいしかしながら，教育や周

囲環境からの影響などにより，成長とともに写真の

ように描けるように描写力が備わっていく．ＥＨゴ

ンブリッジは明治期のマキノ・ヨシオの逸話やイン

ディアンの絵の見方を例として取り上げ，見え方は，

習い慣れるものであることを示唆している．今回

の調査は，Ｖ・ローエンフェルドの唱える発達段階

における，図式期（７～９歳：小学１年生)，初期写

実期（９～11歳:小学４年生)，疑写実期（11～13歳：

小学６年生）にあたり，小学生を対象に，それぞれ

の年齢でどのように対象物を把握し，どのような心

持ちで絵を描いているのかの調査研究となった．小

学生における実態がおぼろげながら把握できた．そ

主要参考文献

．Ｖ・ローエンフェルド(竹内情堀内敏武井勝雄共訳）

「美術による人間形成｣，黎明書房，第22版ｌ９７３

ＥＨ・ゴンブリッチ，『芸術と幻影｣，岩崎出版社，1979,

．裾分一弘，ルオナルド・ダ・ヴインチの「絵画論」］iid，

中央公論美術出版，1977,
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松永拓己

調査作品一覧（１年生）
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正確に描くことの－考察（立方体描写について）

調査作品一覧（４年生）
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松永拓已

調査作品一覧（６年生）
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